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案　　　件　　　名 結果

賛否 （ ○……賛成　×……反対　−……賛否に加わっていない ）
公明党
議員団

日本共産
党議員団 岩出クラブ 郁青青

ク ラ ブ ネット岩出

田
畑
昭
二

玉
田
隆
紀

奥
田
富
代
子

市
來
利
恵

増
田
浩
二

福
山
晴
美

梅
田
哲
也

上
野
耕
志

山
本
重
信

松

下　

元

三
栖
慎
太
郎

井
神
慶
久

吉
本
勧
曜

福
岡
進
二

田
中
宏
幸

尾
和
弘
一

令和２年　第1回臨時会
専決処分の承認を求めることについて
（令和２年度岩出市一般会計補正予算第３号） 承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和２年度岩出市一般会計補正予算（第４号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
令和２年　第３回定例会

第３次岩出市長期総合計画基本構想の策定について 可 決 （
議
長
の
た
め
、
賛
否
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。）

○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ×
令和２年度岩出市一般会計補正予算（第５号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和２年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和２年度岩出市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
市道路線の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
動産の取得について（市立小学校児童学習用端末等導入） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
動産の取得について（市立中学校生徒学習用端末等導入） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩出市固定資産評価審査委員会委員の選任について（増
ます

田
だ

充
みつ

孝
たか

氏） 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市総合保健福祉センター避難所整備及び省エネ
ルギー化改修工事請負契約について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩出市教育委員会教育長の任命について（湯
ゆ

川
かわ

佳
よし

彦
ひこ

氏） 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の
急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書
の提出について

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○

※案件名は、正式議案名ではありません。
※新型コロナウイルス感染症対策等に係る補正予算を審議するため、令和２年8月4日から８月６日の３日間にわ

たり、令和２年第1回臨時会を開催しました。

令和2年第１回臨時会・第3回定例会議決結果

決算審査特別委員会
令和元年度一般会計等決算議案７件を審査するため、１０月１２日から１０月１５日まで開催しました。

・決算審査特別委員会委員（９月２日選任）

議員報酬及び定数に関する調査特別委員会

決算審査特別委員会は、市の前年度の決算認定の審査のために設置される特別委員会です。

議員定数に関する調査のため、９月１０日の本会議で特別委員会が設置され、９名の委員が選任されました。

◎委員長　福山晴美（岩出クラブ）　　〇副委員長　玉田隆紀（公明党議員団）
　委　員　井神慶久（ネット岩出）　山本重信（郁青青クラブ）　　梅田哲也（岩出クラブ）
　　　　　吉本勧曜（ネット岩出）　三栖慎太郎（郁青青クラブ）　奥田富代子（公明党議員団）
　　　　　市來利恵（日本共産党議員団）
　　　　　※　委員外議員として、尾和弘一議員が出席	

◎委員長　山本重信（郁青青クラブ）　〇副委員長　奥田富代子（公明党議員団）
　委　員　福山晴美（岩出クラブ）　梅田哲也（岩出クラブ）　吉本勧曜（ネット岩出）
　　　　　田中宏幸（ネット岩出）　市來利恵（日本共産党議員団）

いわで議会だより − 2−いわで議会だより



吉 本 勧 曜　議員	 4頁

◎　市長の政治理念について

福 岡 進 二　議員	 5頁

◎　新型コロナウイルス感染症による財政運営に
ついて

◎　高齢者施策について

尾 和 弘 一　議員	 6頁

◎　岩出市事業所支援給付金事業について

◎　避難所の見直し

◎　コロナ禍の大学生への支援について

◎　コロナ差別について

◎　市道の工事について

◎　孤独死・自死への本市の対策はどうか

奥 田 富 代 子　議員	 7頁

◎　多文化共生社会について

◎　コロナ禍の中、学習保障について

◎　防災・減災について

増 田 浩 二　議員	 8頁

◎　介護報酬上乗せ特例措置について

◎　公共交通機関の充実改善について

◎　敬老会事業について

市 來 利 恵　議員	 9頁

◎　那賀病院産科休止について

◎　インフルエンザ予防接種助成の拡充を求めて

◎　少人数学級で子どもたちに手厚くより良い教
育を

◎　子ども医療費の無料化実現へ

6名の議員が市政を問う

※　質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを各議員の責任のもとに掲載しました。
※　内容等については、質問者にお問い合わせください。

一 般 質 問

◇一般質問項目の事前公表

　一般質問における質問者・項目については、事前に岩出市
議会ウェブサイトで公表していますので、ご覧ください。

令和２年第３回定例会（９月議会）

いわで議会だよりいわで議会だより− 3−



吉本　勧曜 議員
（ネット岩出）

市
長
の
政
治
理
念
を
問
う

等
多
数
の
市
町
村
が
「
多
選

自
粛
条
例
」
を
制
定
さ
れ
、

ま
た
、
一
部
の
自
治
体
で
も

議
論
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
首
長
は
そ
の
都

度
、
市
民
か
ら
選
挙
で
選
ば

れ
て
お
り
、
特
に
、
制
限
を

設
け
る
必
要
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
首
長
選
挙

で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、「
ま

ち
の
状
況
を
誰
よ
り
も
よ
く

知
り
、
目
指
す
べ
き
ま
ち
の

姿
を
描
き
、
進
む
べ
き
方
向

を
明
確
に
示
し
、
そ
れ
に
向

け
て
実
践
し
よ
う
と
す
る
強

い
信
念
が
あ
る
こ
と
。」
が

第
一
と
考
え
る
。

立
候
補
す
る
か
ど
う
か
は
、

個
々
の
政
治
家
が
判
断
す
べ

き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
判
断

が
良
い
か
ど
う
か
は
、
市
民

が
選
挙
の
中
で
判
断
す
る
こ

と
が
本
来
の
姿
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

市
長
選
へ
の
考
え

質　

問
本
年
10
月
4
日
執
行
の
選

挙
に
中
芝
市
長
の
出
馬
へ
の

考
え
は
。

出
馬
を
決
意

答　

弁　

市　

長

多
く
の
市
民
や
団
体
な
ど

各
方
面
か
ら
力
強
い
出
馬
要

請
や
後
押
し
の
声
を
い
た
だ

き
、
非
常
に
あ
り
が
た
く
、

皆
様
の
ご
意
向
を
真
摯
に
重

く
受
け
止
め
、
出
馬
の
決
意

を
い
た
し
ま
し
た
。

岩
出
市
政
の
か
じ
取
り
役

を
担
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
ま
ち

の
都
市
化
、
安
定
し
た
市
民

生
活
、
継
承
す
べ
き
歴
史
・

文
化
を
育
み
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

市
に
ふ
さ
わ
し
い
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
初
心
に
帰
り
、

市
の
将
来
像
で
あ
る
「
活
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち　

ふ
れ
あ
い

の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、

粛
々
と
誠
心
誠
意
、
市
民
の

幸
せ
の
た
め
、
身
を
粉
に
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

首
長
の
多
選
の
考
え

質　

問
自
治
体
の
首
長
の
多
選
に

つ
い
て
、
様
々
な
弊
害
が
生

じ
る
と
い
う
議
論
が
あ
る
が
、

中
芝
市
長
は
、
多
選
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

市
民
が
選
挙
で
判
断

答　

弁　

市　

長

平
成
15
年
「
杉
並
区
長
の

在
任
期
間
に
関
す
る
条
例
」

が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、

東
京
都
中
野
区
、
大
田
区
、

神
奈
川
県
横
浜
市
、
川
崎
市

いわで議会だより − 4−いわで議会だより



福岡　進二 議員
（ネット岩出）

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

質　

問

①
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
集

い
の
場
、
居
場
所
づ
く
り
の

実
施
状
況
等
、
現
在
の
活
動

内
容
は
。

②
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
、
現
在
の
市
の
取
り
組

み
は
。

③
現
在
、
市
と
社
会
福
祉
協

議
会
等
は
、
ど
の
よ
う
な
連

携
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
介
護
予
防
を
通
し
た
住
民

主
体
の
集
い
の
場
と
し
て
、

岩
出
げ
ん
き
体
操
、
シ
ニ
ア

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
自
主
活
動

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
、
岩
出
げ
ん
き
体
操

は
、
13
グ
ル
ー
プ
１６３
名
。

シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
、

18
グ
ル
ー
プ
３０１
名
の
方
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

②
サ
ロ
ン
や
子
育
て
広
場
等

各
種
事
業
や
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
よ
る
子
ど
も
や
高
齢
者

の
交
流
促
進
事
業
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
や

地
域
見
守
り
協
力
員
に
よ
る

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策

に
お
け
る
税
制
上
の
措
置
の

適
用
に
伴
う
市
税
に
つ
い
て

質　

問

①
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民

税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税
の
徴
収

猶
予
件
数
及
び
そ
の
金
額
、

並
び
に
猶
予
期
間
は
。

②
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

及
び
徴
収
猶
予
件
数
、
並
び

に
そ
の
金
額
は
。

③
介
護
保
険
料
の
減
免
及
び

徴
収
猶
予
件
数
、
並
び
に
そ

の
金
額
は
。

答　

弁　

総
務
部
次
長

①
８
月
末
現
在

・
個
人
市
民
税
、
猶
予
件
数

　

17
件
。
猶
予
金
額
48
万
６

８
０
０
円
。

・
法
人
市
民
税
、
猶
予
件
数

　

９
件
。
猶
予
金
額
１
６
４

万
１
８
０
０
円
。

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

　

税
、
猶
予
件
数
18
件
。
猶

予
金
額
１
８
７
８
万
８
８

０
０
円
。

・
軽
自
動
車
税
、
猶
予
件
数

　

３
件
。
猶
予
金
額
３
万
９

　

０
０
０
円
。

・
猶
予
期
間
に
つ
い
て
は
、

猶
予
申
請
ご
と
に
異
な
る

が
、
最
長
１
年
間
と
な
っ

て
い
る
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

②
８
月
31
日
時
点

・
減
免
件
数
79
件
。

・
徴
収
猶
予
件
数
０
件
。

・
減
免
額
１
２
０
４
万
６
５

０
０
円
。

③
８
月
31
日
時
点

・
減
免
件
数
14
件
。

・
徴
収
猶
予
件
数
０
件
。

・
減
免
額
41
万
４
０
０
円
。

見
守
り
活
動
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
を
目

的
と
し
た
、
地
域
福
祉
講
座

な
ど
の
事
業
。

人
権
を
考
え
る
集
い
の
実

施
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

③
平
成
29
年
３
月
か
ら
、
い

わ
で
支
え
合
い
協
議
体
を
設

置
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

社
協
の
活
動
団
体
で
あ
る
、

地
域
福
祉
協
議
会
に
も
参
画

い
た
だ
き
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、

連
携
促
進
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

新型コロナ
税金等への影響は

♪～♪～
♬～

いわで議会だよりいわで議会だより− 5−



川の洪水・氾濫

質　

問
避
難
所
の
見
直
し
を
は
じ

め
、
市
が
発
令
す
る
情
報
は

重
要
で
あ
る
。

①
重
大
災
害
の
運
営
は
ど
う

か
。

②
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
受

け
入
れ
対
応
は
ど
う
か
。

③
現
行
の
避
難
所
受
け
入
れ
、

再
検
討
は
ど
う
か
。

④
危
険
区
域
内
の
老
人
施
設

や
指
定
避
難
所
は
ど
う
か
。

⑤
紀
の
川
が
氾
濫
し
た
際
の

対
策
は
ど
う
か
。

⑥
浸
水
さ
れ
る
想
定
の
表
示

を
す
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

答　

弁　

総
務
部
次
長

①
本
年
６
月
に
改
正
し
避
難

所
に
お
け
る
感
染
症
対
策
を

規
定
し
て
い
る
。

②
出
入
口
に
近
い
場
所
に
誘

導
や
別
室
へ
の
避
難
を
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
２
か
所
の

ホ
テ
ル
と
協
定
し
て
い
る
。

③
収
容
人
数
を
通
常
よ
り
減

ら
し
運
用
す
る
。

④
浸
水
想
定
区
域
内
に
あ
る

避
難
所
は
開
設
し
な
い
。

早
期
完
了
を
求
め
る

質　

問
工
事
が
止
ま
っ
て
い
る
が
、

道
路
工
事
の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。
用
地
買
収
は
完
了
し

て
い
る
の
か
。

答　

弁　

事
業
部
長

地
域
の
利
便
性
向
上
と
災

害
や
緊
急
時
の
車
両
通
行
の

円
滑
化
を
目
的
に
整
備
し
て

い
る
。
幅
員
は
５
㍍
・
総
延

長
３
５
０
㍍
で
あ
る
。

用
地
取
得
は
完
了
し
て
お

り
、
今
年
度
完
成
を
目
指
し

ま
す
。

紀の川・堤防決壊時
対策は？

⑤
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
全
戸
配
布

を
行
い
、
新
規
転
入
世
帯
へ

も
窓
口
で
配
布
。
広
く
市
民

に
啓
発
を
実
施
し
て
い
る
。

⑥
看
板
の
表
示
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。

答　

弁　

事
業
部
長

⑤
狭き

ょ
う
さ
く
ぶ

窄
部
の
拡
幅
事
業
が
完

了
す
る
と
、
水
位
が
１
㍍
下

が
り
、
堤
防
の
決
壊
を
回
避

す
る
こ
と
や
ゲ
ー
ト
閉
鎖
の

時
間
短
縮
、
浸
水
被
害
の
軽

減
に
な
る
。
取
り
合
わ
せ
工

事
等
も
今
年
度
末
に
完
了
す

る
。

コ
ロ
ナ
禍

　
　

大
学
生
へ
の
支
援
を

質　

問

①
大
学
に
入
学
し
た
が
、
４

月
か
ら
通
学
し
て
い
な
い
。

下
宿
も
借
り
て
い
る
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
借
り
た
ま
ま
家
賃

代
が
い
る
。
岩
出
市
出
身
大

学
生
は
何
人
か
。

②
大
学
生
等
を
持
つ
世
帯
に

対
し
て
、
岩
出
市
と
し
て
具

体
的
に
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
通
学
し
て
い
る
大
学
生
は

正
確
な
人
数
は
把
握
で
き
て

い
な
い
。

②
国
に
お
い
て
、
学
生
支
援

緊
急
給
付
金
が
あ
る
。
県
内

で
も
独
自
に
実
施
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
が
、
岩
出
市

と
し
て
支
援
策
は
な
く
、
す

べ
て
の
市
民
、
世
帯
を
対
象

と
し
て
水
道
基
本
料
金
の
免

除
や
事
業
所
支
援
給
付
金
、

商
品
券
事
業
等
を
実
施
し
て

い
る
。

－
６
－

北大池６号線　道路工事…

尾和　弘一 議員
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コ
ロ
ナ
禍

　
　

大
学
生
へ
の
支
援
を

質　

問

①
大
学
に
入
学
し
た
が
、
４

月
か
ら
通
学
し
て
い
な
い
。

下
宿
も
借
り
て
い
る
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
借
り
た
ま
ま
家
賃

代
が
い
る
。
岩
出
市
出
身
大

学
生
は
何
人
か
。

②
大
学
生
等
を
持
つ
世
帯
に

対
し
て
、
岩
出
市
と
し
て
具

体
的
に
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
通
学
し
て
い
る
大
学
生
は

正
確
な
人
数
は
把
握
で
き
て

い
な
い
。

②
国
に
お
い
て
、
学
生
支
援

緊
急
給
付
金
が
あ
る
。
県
内

で
も
独
自
に
実
施
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
が
、
岩
出
市

と
し
て
支
援
策
は
な
く
、
す

べ
て
の
市
民
、
世
帯
を
対
象

と
し
て
水
道
基
本
料
金
の
免

除
や
事
業
所
支
援
給
付
金
、

商
品
券
事
業
等
を
実
施
し
て

い
る
。

－
６
－

質　

問

①
国
籍
別
人
口
は
。

②
日
本
語
教
室
の
開
設
や
支

援
を
行
う
考
え
は
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
令
和
２
年
８
月
31
日
現
在
、

韓
国
１０9
人
、
ベ
ト
ナ
ム
84
人
、

中
国
59
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

44
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
43
人
、

ほ
か
20
か
国
で
93
人
。

②
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束

状
況
を
見
て
、
日
本
語
指
導

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

の
開
催
を
検
討
し
た
い
。

－
－
－

②
和
歌
山
県
が
作
成
し
た
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
に
合

わ
せ
、
本
年
６
月
に
改
定
し

た
。
手
指
消
毒
や
不
特
定
多

数
の
接
触
箇
所
の
消
毒
徹
底
、

発
熱
等
発
症
者
用
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
。
間
仕
切
り
段
ボ
ー

ル
の
追
加
配
備
で
さ
ら
な
る

感
染
予
防
策
を
図
っ
て
い
く
。

③
令
和
元
年
11
月
に
導
入
し
、

住
民
基
本
台
帳
情
報
の
取
り

込
み
を
実
施
し
た
。
災
害
発

生
時
に
は
、
罹
災
状
況
の
一

元
把
握
や
、
各
種
復
旧
・
復

興
支
援
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

シ
ス
テ
ム
の
利
用
方
法
の
研

究
を
進
め
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
教
員
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
政
府

は
令
和
２
年
度
第
２
次
補
正

予
算
で
、
人
的
支
援
を
大
幅

に
拡
充
し
た
。

質　

問

安
心
な
避
難
所
運
営
の
対
応

策
は
。

③
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導

入
後
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
る
の
か
。

答　

弁　

総
務
部
次
長

①
条
例
で
定
め
る
各
関
係
機

関
か
ら
、
現
在
31
名
が
就
任
。

そ
の
う
ち
、
女
性
は
３
名
。

①
教
員
、
学
習
指
導
員
、
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

加
配
の
人
数
は
。

②
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
の
確
保
は
。

③
臨
時
休
業
の
影
響
に
よ
る

学
力
低
下
へ
の
対
応
策
は
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
加
配
の
教
員
は
小
学
校
に

２
名
。
学
習
指
導
員
は
各
小

学
校
に
１
名
。
中
学
校
１
校

に
１
名
。
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
は
２
名
と
、
順

次
追
加
配
置
し
て
い
る
。

②
入
国
に
必
要
な
手
続
き
が

可
能
に
な
れ
ば
、
当
該
国
か

ら
順
に
招
致
を
開
始
。

③
各
校
で
個
別
の
成
績
を
分

析
し
、
必
要
な
補
充
学
習
を

始
め
て
い
る
。

多
文
化
共
生
社
会

本
市
の
外
国
人
の
人
口
は

毎
年
、
20
～
30
人
ず
つ
増
加

し
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
日

本
人
の
人
口
は
少
し
ず
つ
減

少
し
て
い
る
。
プ
ラ
ス
マ
イ

ナ
ス
で
、
本
市
の
人
口
は
若

干
増
加
し
て
い
る
。
今
後
、

本
市
の
活
性
化
は
日
本
人
と

外
国
人
が
共
生
し
な
が
ら
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

防
災
に

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て

は
、
女
性
用
の
物
資
の
不
足

や
、
授
乳
や
着
替
え
を
す
る

た
め
の
場
所
が
な
か
っ
た
な

ど
、
女
性
に
対
す
る
配
慮
が

さ
れ
ず
様
々
な
問
題
が
生
じ

た
。
平
常
時
か
ら
、
防
災
計

画
の
作
成
、
修
正
に
際
し
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
反

映
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

質　

問

①
防
災
会
議
の
委
員
に
占
め

る
女
性
の
割
合
は
。

②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
安
全

奥田 富代子 議員
（公明党議員団）
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増田　浩二 議員
（日本共産党議員団）

市
民
生
活
向
上
の

各
種
支
援
策
を

利
用
者
と
得
ら
れ
な
い
利
用

者
で
不
公
平
が
生
じ
る
。
受

け
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
料
を
払
う
の
は
納
得
で
き

な
い
点
が
あ
る
と
し
て
、
飯

田
市
で
は
、
利
用
者
の
負
担

増
な
く
介
護
事
業
者
を
支
援

す
る
補
助
金
交
付
の
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

岩
出
市
も
利
用
者
負
担
軽

減
策
の
実
施
を
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

国
の
制
度
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
国
の
示
す
取
り
扱

い
の
と
お
り
と
し
て
制
度
の

導
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

利
用
者
か
ら
苦
情
や
問
い

合
わ
せ
が
な
く
、
筋
違
い
な

算
定
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
制
度

導
入
で
利
便
性
向
上
を

質　

問
岩
出
市
地
域
公
共
交
通
確

保
維
持
改
善
計
画
で
は
、
バ

ス
ル
ー
ト
等
の
改
善
面
し
か

検
討
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
市

民
は
、
他
の
自
治
体
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
（
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
）
を
始
め
と
し
た
、

新
た
な
公
共
交
通
機
関
の
制

度
の
導
入
を
求
め
て
い
ま
す
。

移
動
手
段
の
改
善
へ
制
度
の

導
入
を
。

答　

弁　

総
務
部
次
長

高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
ん

だ
地
方
部
で
補
完
路
線
と
し

て
の
採
用
も
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
一
人
当
た
り
の
予
想

コ
ス
ト
が
割
高
で
費
用
負
担

の
増
、
利
用
さ
れ
な
い
。
一

般
タ
ク
シ
ー
と
の
差
別
化
を

図
る
必
要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
の

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

バ
ス
利
用
者
の
傾
向
や
特

性
等
を
把
握
す
る
た
め
、
10

月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

敬
老
会
事
業
に
つ
い
て

質　

問
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
敬
老
会

事
業
が
中
止
に
な
り
、
地
元

企
業
を
支
援
す
る
上
で
検
討

し
た
結
果
、
高
齢
者
の
方
へ

の
弁
当
配
布
事
業
と
ク
ー
ポ

ン
券
配
布
事
業
に
取
り
組
ま

れ
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
は
、

公
民
館
な
ど
に
受
け
取
り
に

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

郵
送
対
応
出
来
る
事
を
申
し

入
れ
ま
し
た
が
、
今
後
に
活

か
す
教
訓
と
考
え
ま
す
。
ク

ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て
は
、
来

年
以
降
も
実
施
を
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
は
、
敬

老
会
の
代
替
事
業
で
あ
り
、

来
年
度
か
ら
は
、
従
来
の
敬

老
会
を
実
施
し
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
送
付
の
今
後

に
活
か
す
見
解
に
つ
い
て
は
、

こ
の
事
業
は
今
年
限
り
と
し

て
考
え
て
い
ま
す
。

介
護
事
業
所
へ
の
介
護
報
酬

上
乗
せ
特
例
措
置
に
つ
い
て

質　

問
介
護
利
用
者
に
対
し
介
護

報
酬
を
請
求
す
る
根
拠
を
示

せ
な
い
。
同
意
を
得
ら
れ
た

いわで議会だより − 8−いわで議会だより



あ
ら
ゆ
る
世
代
に
対
し
て
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
施
策
を

行
っ
て
い
く
。
現
行
制
度
で

推
進
し
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問

　

バ
ラ
ン
ス
良
く
お
金
を
使

わ
な
い
の
で
は
な
く
、
正
面

か
ら
市
民
の
声
に
目
を
向
け

る
姿
勢
が
大
事
。
市
長
の
決

断
を
。

答　

弁　

市　

長

　

無
料
化
す
る
つ
も
り
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

再　

質　

問

ワ
ク
チ
ン
の
不
足
を
考
え

る
の
は
政
府
で
す
。
市
は
、

市
民
の
健
康
と
命
を
守
る
た

め
に
、
ど
う
す
れ
ば
政
府
が

動
く
か
、
率
先
し
て
や
っ
て

い
く
の
が
自
治
体
の
役
割
で

は
な
い
か
。
自
治
体
が
政
府

を
動
か
す
よ
う
な
取
り
組
み

を
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

現
行
ど
お
り
で
今
年
も
お

願
い
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

収
束
し
な
い
以
上
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

発
熱
や
咳
、
倦
怠
感
な
ど

の
症
状
が
似
て
お
り
、
見
分

け
が
つ
き
に
く
く
、
高
齢
者

や
持
病
の
あ
る
人
が
か
か
る

と
重
篤
に
な
り
や
す
い
の
も

同
じ
で
す
。

質　

問

①
流
行
が
重
な
っ
た
場
合
の

課
題
は
何
か
。

②
65
歳
以
上
の
方
に
、
自
己

負
担
な
し
で
ワ
ク
チ
ン
が
受

け
ら
れ
る
自
治
体
が
あ
る
。

予
備
費
を
活
用
し
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
無
料
で
受
け

ら
れ
る
対
策
を
。

③
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
、
助

成
の
取
り
組
み
を
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
医
療
体
制
の
混
乱
、
逼ひ
っ

迫ぱ
く

等
が
懸
念
さ
れ
る
。

②
無
料
に
す
る
こ
と
で
、
ワ

ク
チ
ン
が
枯
渇
す
る
お
そ
れ

も
考
え
ら
れ
る
と
聞
い
て
い

る
。
助
成
の
見
直
し
は
考
え

て
い
な
い
。

③
助
成
の
考
え
は
な
い
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化

は
、
市
民
の
願
い
。
実
施
の

決
断
を
求
め
て
質
問
し
ま
す
。

質　

問　

　

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
す
こ
と
が
、
総
合
計
画
の

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
言
え
る

ま
ち
づ
く
り
で
は
な
い
か
。

市
長
の
決
断
を
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

　

普
段
か
ら
、
子
ど
も
の
事

故
や
疾
病
に
対
す
る
意
識
を

高
め
て
頂
き
た
い
。
無
料
化

の
考
え
は
な
い
。

再　

質　

問

　

無
料
に
す
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ

受
診
が
増
え
る
と
モ
ラ
ル
の

せ
い
。
子
ど
も
が
病
気
に
な

っ
た
の
は
親
の
せ
い
。
子
ど

も
の
せ
い
。
こ
う
い
う
自
己

責
任
論
を
押
し
つ
け
る
や
り

方
で
い
い
の
か
。
県
内
、
岩

出
市
だ
け
が
実
施
に
至
っ
て

い
な
い
。
実
施
を
。

答　

弁　

副　

市　

長

　

子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、

市來　利恵 議員
（日本共産党議員団）

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
へ

インフルエンザ
予防接種助成を
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新型コロナウイルス感染症により、地方自治体の財政は
これまでにない厳しい状況に陥ることが予想される中、地域の実情に応じた行政
サービスを安定的に提供できるよう、地方税財源確保について国に強く要望する
ため、意見書を関係機関に提出しました。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書

新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は、戦後最大の経済危機に直面して
いる。地域経済にも大きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・地方
交付税など一般財源の激減が避けがたくなっている。
地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要
への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財源不足を生じ、
これまでにない厳しい状況に陥ることが予想される。
よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確
実に実現されるよう、強く要望する。

記

１　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保するこ
と。その際、臨時財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、
償還財源を確保すること。

２　地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮で
きるよう総額を確保すること。

３　令和２年度及び令和３年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、
思い切った減収補填措置を講じるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地
方消費税を含め弾力的に対応すること。

４　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地
方税の政策税制については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、
有効性・緊急性を厳格に判断すること。

５　とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹に影響する
見直しは、土地・家屋・償却資産を問わず、断じて行わないこと。先の緊急経済対策とし
て講じた特例措置は、臨時・異例の措置として、やむを得ないものであったが、本来国庫
補助金などにより対応すべきものである。よって、今回限りの措置とし、期限の到来をもっ
て確実に終了すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

（提出先）
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣
　経済産業大臣、経済再生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣

意 見 書
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現在の議会広報常任委員会メンバーでの「いわで議会だより」の発行は、次の 2021 年 3月号の
編集作業で最後となります。
このメンバーで編集した 2年間、表紙写真イラスト募集をはじめ、特集にメッセージをいただい
た児童生徒の皆さんなど、多くの皆様にご協力をいただきました。　
表紙募集については、少しずつ応募が増えてきており、嬉しい限りです。
これからも、皆様に親しみやすい「いわで議会だより」の作成に力を注いでまいります。
今後とも「いわで議会だより」と岩出市議会を、よろしくお願いいたします。

岩出市議会広報常任委員会

新岩出橋開通

ねんりんピック紀の国わかやま2019

新市民プール

道の駅	ねごろ歴史の丘

旧和歌山県議会
議事堂一乗閣

いわで議会だよりいわで議会だより− 11 −



岩出市議会ウェブサイト
http://www.c i ty . iwade. lg . jp/
gikai/

※携帯電話・スマートフォンなどの	バー
コードリーダーで読み取ると、議会
ウェブサイトにアクセスできます。			　 QRコード
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小中学生から
岩出への想い

特集

（委 員 長）　福山　晴美　（副委員長）　市來	　利恵
（委　　員）　福岡　進二　田中　宏幸　三栖	慎太郎　上野　耕志　奥田富代子　尾和　弘一

議 会 広 報 常 任 委 員 会

●第4回定例会（12月議会）日程
午前9時30分から

11月30日（月）行政報告･議案説明

12月 4日（金） 質疑・委員会付託

14日（月） 討論・採決

16日（水） 一般質問

17日（木） 一般質問

中
央
小
学
校  
６
年　

辻つ
じ　

慎し
ん

汰た

郎ろ
う

さ
ん

ぼ
く
が
お
す
す
め
す
る
岩
出
市
の
好
き
な

所
は
、
げ
ん
き
の
森
で
す
。
コ
ロ
ナ
で
学
校

が
休
校
に
な
り
友
達
に
会
え
ず
息
苦
し
い
時
、

鳥
や
虫
、
草
木
を
見
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
歩
き
ま
し
た
。
心
が
落
ち
着
き
す
っ
き
り
し
た
お
だ
や
か
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
げ
ん
き
の
森
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

で
運
営
さ
れ
て
い
て
、
木
の
ブ
ラ
ン
コ
や
す
べ
り
台
が
あ
り
自
然

を
材
料
に
し
た
手
作
り
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
げ
ん
き
の
森
の
中
で
一
番
好
き
な
場
所
は
、
春
は
桜
、
秋

は
も
み
じ
が
見
ら
れ
て
岩
出
市
を
一
望
で
き
る
展
望
台
で
す
。

み
な
さ
ん
も
四
季
を
感
じ
た
い
時
や
、
元
気
に
な
り
た
い
時
に

は
、
ぜ
ひ
、
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

上
岩
出
小
学
校　

６
年　

中な
か

村む
ら　

日ひ

彩い
ろ

さ
ん

私
が
住
ん
で
い
る
岩
出
市
は
、
四
季
折
々

の
自
然
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

春
の
根
来
寺
周
辺
の
桜
は
、
と
て
も
美
し

く
、
楽
し
い
気
分
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
、
私
の
学

校
の
隣
に
あ
る
大
池
公
園
は
、
地
域
の
人
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
お
り
、
冬
に
渡
り
鳥
が
来
た
り
様
々
な
自
然
が
楽
し
め
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
た
際
に
は
、
沢
山
の
人
々
に
訪
れ

て
い
た
だ
き
、
自
然
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

★	令和２年第4回定例会（12月）の本会議開催予定日は、次のとおりです。
　		傍聴される方は、咳エチケット等の「新しい生活様式」を取り入れた感染症対策に、ご協力をお願いします。

いわで議会だよりでは、
表紙写真・イラストを募集しています。
詳しくはウェブサイトをご覧ください。

いわで議会だより − 12 −


